
 

第１０３回安来市議会定例会　９月定例会議 

原子力発電・エネルギー調査特別委員会委員長報告 

 

令和７年９月１日 

 

原子力発電・エネルギー関係調査特別委員会委員長報告をおこないます。 

本特別委員会は令和５年１２月の定例会議において、これまでの島根原子力発電対

策調査特別委員会より名称を原子力発電・エネルギー関係調査特別委員会に改め、次

の４項目が付議されました。 

（１）島根原子力発電所の安全対策等に関する諸調査 

（２）太陽光・風力・水力・地熱等を用いた発電の推進に関する諸調査 

（３）地球温暖化防止に向けた脱炭素・再生可能エネルギーの活用等、電力・エネル 

ギーの安定供給と調和に関する諸調査 

（４）発電事業に係る土地の利用調整その他環境保全に関する諸調査 

以上の４項目であります。 

本特別委員会は６名の委員と議長を含めた 7 名で構成され、２年が経過しようとし

ており、１０月には市議会の改選もあることから、これまでの主な活動を整理してご

報告いたします。 

本特別委員会は、これまでに５回開催し、令和６年３月２１日に開催した第１回委

員会では付議事件について、今後の進め方を協議いたしました。委員からは、公共施

設への太陽光発電機器設置の推進の方向性を執行部に確認したいとの意見や、島根原

発２号機再稼働に向けての進捗状況などの意見がありました。 

令和６年５月２日開催した第２回委員会では、執行部より原子力防災等について、

島根県及び安来市の初動対応訓練、住民避難訓練の実施状況の説明、島根原子力発電

所２号機再稼働に向けた対策等の経過、安来市における再生可能エネルギー関連施策

の現況について説明を受けました。これについて委員より住民避難訓練方法などにつ

いて多くの意見がありました。再生可能エネルギー関連施策については、執行部から

令和４年度に策定した「安来市再生可能エネルギー地産地消ビジョン」に掲げている、

再生可能エネルギーを地産地消する構造へ転換する４つの方向性により、地域の再エ

ネ理解促進や産業振興等につなげていきたいとのことでした。これに対し委員より、



 

公共施設への太陽光発電設置についての意見及び質問がありました。 

令和７年６月１３日に開催された第３回委員会では、執行部より安来市におけるエ

ネルギー関連施策の現況について説明を受けました。また景観計画策定及び景観条例

制定については詳細な説明を受けました。ここでは本年４月１日安来市は景観行政団

体となり、今後は、景観法に基づいて良好な景観形成のための具体的な施策展開をし

ていくというもので、令和８年度計画のもととなるものを策定し来年１２月末までの

ところで完成の予定であると説明がありました。委員より条例策定に向けた市の見解

に対し、事例を交えた幅広い見地からの質問がありました。 

第４回委員会は、７月８日に開催し島根原子力発電所２号機再稼働後の状況につい

て中国電力株式会社島根原子力本部副本部長にお越しいただき、営業運転開始後の状

況の説明を受けました。島根原子力本部側からは「今年の１月から２号機を営業運転

させていただいた。安全第一に現場の緊張感をもってしっかりと監視しながら運転を

続けていきたい。」との発言があった後、島根原子力発電所全般の取り組みの状況につ

いて説明を受けました。その後、質疑に入り１号機の廃炉措置のクリアランス制度、

２号機運転に伴う火力発電の負荷、ＭＯＸ燃料、電気料金、また不具合のあった機器

の耐用年数、発電所内での情報伝達の状況など、多岐にわたり活発な質疑応答を交わ

すことができました。 

 

次に委員会視察について申し上げます。 

令和６年は、６月２４日に島根原子力発電所新規制基準適合性審査の状況等を確認

することを目的に島根原子力発電所を視察し、８月８日には原子力発電関連の最新技

術及び安全対策等に関する知見を得るため国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

大洗研究所と、東海第二発電所の再稼働に向けた作業等の状況や使用済燃料の乾式貯

蔵施設の運用状況について調査することを目的に日本原子力発電株式会社東海第二発

電所を視察しました。続く８月９日には再生可能エネルギーに関して、脱カーボン政

策及びソーラーシェアリングについての調査を目的とし、匝瑳市及び匝瑳おひさま発

電所の視察を行いました。 

また令和 7 年は、８月６日に島根原発２号機の再稼働に伴い、国全体の課題である

高レベル、低レベル放射性廃棄物の再処理の進捗状況、一時保管などを含む処理状況、

安全対策を含めた現状の操業また事業の進捗状況を確認することを目的に日本原燃株



 

式会社六ケ所原子力燃料サイクル施設を視察しました。続く８月７日には再生可能エ

ネルギーに関して、様々な研究の中での技術の進捗状況、環境、景観など安来市に適

応可能な技術を研究することを目的とし、国立研究開発法人産業技術総合研究所の視

察を行いました。 

 

島根原子力発電所２号機は立地及び周辺自治体の同意を得て令和６年１２月７日に

原子炉が起動し、令和７年１月１０日に営業運転を再開しましたが、令和５年１２月

２１日、島根原子力発電所２号機の廃棄物処理建物において地盤掘削作業に従事して

いた協力会社作業員の死亡事故、並びに令和６年４月３０日と９月７日に島根原子力

発電所内で火災が発生するなど、不適切な事案も発生しております。また安来市にお

きましては民間事業者による風力発電の建設計画が発表されましたが、森林破壊、水

源地の汚染、健康被害、災害発生、環境に与える負荷など、建設反対の意見が多くの住

民から出された結果、市並びに議会としては、建設計画について反対し、中止を求め

るという意見書が県に提出され、市長のほうから令和６年３月定例会議冒頭において

民間業者より計画の取り下げがあったとの報告があったことは記憶に新しいところで

あります。 

 

安来市議会も１０月には改選を迎えます。社会情勢を踏まえると今後益々電力需要

が増す中、島根原子力発電所の果たす役割は重要となる反面、市民の皆さんの安全対

策に関する目も一層厳しくなっています。執行部におかれましては、令和５年９月定

例会議での島根原子力発電対策調査特別委員会委員長報告の中で示された要望項目に

ついて、引き続き実行されることを求めるとともに、議長におかれましては、原子力

発電、再生可能エネルギーの普及には課題も山積しており、市民の皆さんが安心して

安全な電力を使用していただくためにも本委員会で今後も引き続き調査を進めていた

だくことをお願いし原子力発電・エネルギー関係調査特別委員会の委員長報告といた

します。


